
わが子よ、わたしの言葉に心をとめ、わたしの語ることに耳を傾けよ。

それを、あなたの目から離さず、あなたの心のうちに守れ。

箴言 4章 20 ～ 21 節 ( 口語訳 )  

教会はあなたのおいでをお待ちしております

 Lutheran Church

感じとる心

　　 　

Photo:scx/Steve Woods

 ３月の声が聞こえてくると、私の記憶一

面に拡がる様によみがえってくる花があ

ります。それは、黄色いラッパズイセン。

その鮮やかな色彩は力強い生命の輝きを

表し、また、その香りはほのかな中にも凛

と存在していることを伝えていて、春の訪

れを早くに告げてくれる花でもあります。

　　

 私が園芸を学んでいた短大１年の時の

ことです。寒い１月～２月が過ぎ、卒業

を間近に控えた２年生達が何とはなしに

ソワソワしてくる頃、まだ外の空気は冷

たく花壇も凍てついていて何の彩りもな

いけれど、すでに陽の光の中にキラキラ

した春の輝きを感じ取ることができまし

た。それは、新しい出発を迎える彼女た

ち２年生が、大きな不安の中にも確かな

希望を抱いているその心境を同時に表し

ているかの様でもありました。

 そして、ビニールハウスの中に一歩踏み

入れば、そこはもう春のパラダイス！ 室

内の空気は、ハウスのビニールを破らん

ばかりに温かく膨らんでいて、すでに咲

き始めている春の花々のエネルギーが満

ち溢れています。その中心となるのが、黄

色いラッパズイセン。これは、卒業式当日、

２年生の胸に付けてあげる花飾りのため

に栽培されているのです。

　この様に私たちの誰にでも、思い出の

風景に伴う色や香りを持っています。

　また、年齢的なことで私の体に変調が

あったこの２年近くの間、普段に無く目

は光を眩しく、鼻は物の匂いを強く、耳は

日常生活の中の音を響くように、最後は

口にする物の味が全てしびれるがごとく

……と、あらゆる器官が過敏に感じ取る

状態が続き、そのとき私は、「これこそ、本

来人間が自然界の中で生きていく為に身

につけていた感覚なのかもしれない。そ

れが、文明の発展に伴って体のあらゆる

感覚が鈍くなって行ってしまった」と、思

わずにはいられませんでした。　　　　

　世の中が息苦しくなりつつある今の時

代、心の感覚だけ敏感でいたいと思うので

す。それは……人を迎え入れる優しいまな

ざし。悲しみにある人の息に合わせて呼吸

できる鼻。また、気持ちを伝えようとして

くる人へ傾ける開いた耳。そして、その人

に希望をもたらす言葉を発することので

きる口……という心の感覚のすべて。　

　なぜならば、すでに私たち自身が神様

からそのように受け入れられているので

すから、今度は私たちが誰かを同じよう

に受け入れてあげる番なのです。私の心

の色と香りで、その人を包んであげる時

なのです。　　　　　　　

ＪＵＮ
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はくさい夫人とあおむしちゃん 
著：柳川 茂、 絵：河井 ノア 
出版社：いのちのことば社
　　　　　　フォレストブックス 

そこで、ピラトは、十字架につけるために、

イエスを彼らに引き渡した。

こうして、彼らはイエスを引き取った。イ

エスは、自ら十字架を背負い、いわゆる「さ

れこうべの場所」、すなわちヘブライ語で

ゴルゴタという所へ向かわれた。そこで、

彼らはイエスを十字架につけた。また、イ

エスと一緒にほかの二人をも、イエスを真

ん中にして両側に、十字架につけた。

 

ヨハネによる福音書　19章16～18節

2年に亘る、たろこままのコラムは今月をもって終了させて
いただきます。長い間ありがとうございました。

※ヘイチアーツは今月をもって終了させていただきます。来月
より新コーナーが始まります。お楽しみに。


